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海洋油田の開発

1.まえがき

最近とみに新聞や雑誌に海洋(とくに大陸棚)開発に

関する記事が掲載されまたこれに関する図書ポ発刊さ

れている.海洋開発は宇宙開発とともに今日の代表的

なビッグ･サイエンス(巨大科学)の1つであってわ

が国でも政府機関はじめ民間においても海洋開発に関

する研究や協議会カミ数多く結成されそれぞれ活発な動

きをみせている.

海洋には生物資源以外に海水中および海底下に多種

多様の鉱物資源が多量に存在することが知られている.

いまエネルギｰ資源に限っても石油･天然ガスをはじめ

石炭やウラニウム等われわれが必要とする重要な資源が

非常に豊富であってこれら資源活用の最大の問題点は

いかにして経済的にこれらを開発し得るかということ

に集約される.これら海洋資源のうち世界的に注目を

浴びかつ最も活発次動きを見せており技術的にもそ

の開発技術の進歩カミ著しい石油･天然ガスについてそ

の現状を紹介しよう.

石油産業における海洋への関心は約50年も前でそれ

以来多年にわたる経験カミ蓄積されてきた.大陸棚に対

する石油やガスの探鉱は人類が海底から資源を採取し

ようとする真剣な試みであった.1967年度の世界の石

油総生産量は20億1600万邊でこのうちの約16%が海

洋油田から生産されている.この中にはベネズエラの

牧野登暮男･便藤武･:百和田靖章※

マラカイボ湖やソ連のカスピ海などの生産量も含まれて

おり大陸棚だけからの生産量は約8%である.しか

し海洋油田からの石油生産量は年々増加し過去10年間

に4倍にもなった雅今後もこの傾向は続き今後10年間

のうちには世界全生産量の約30腕ミ海洋から生産され

ることになるだろうといわれている(第1図).

第1表世界の炭化水素究極可採埋蔵量

海�城��

�(水深1000フィｰトまで)�陸�域

原�油�700�1,500

天然ガス�300�800�

二次回収�300�ユ｡O00�

タｰルサンド�200�700�

油母頁岩�1,000�10,000�

計�2,500�14,OOO�

単位:原油10億バｰレル換算

(L.G.Week3による)

■.海洋における肩油の探鉱

(1)探鉱の手順

石油の探鉱は海洋であっても陸上であっても本質

的には全く異なるところはない.とくに陸上の探鉱が

広い平野や砂漠で行なわれる場合には方法論的にも類

似してくる.未探鉱の広い大陸棚水域や砂漠で石油の

探鉱を計画する場合教科書的には次のよう柱探鉱手

順が考えられるであろう.
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第1段階(予備的調査)

目標地域の産油可能性につい

て巨視的評価をするため隣接

地域を広く含めて既存の地質

学的および地球物理学的情報の

収集･分析･総合を可能な限り

行たう.この段階では検討

すべき材料はしばしば純学術的

研究成果であることが多いから

予備調査とはいえむしろ練達

した研究者･技術者を必要とす

る.

第1図世界における海洋油田･ガス田および掘さく活鋤が行なわれている主要地点�
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多くの場合第1段階を経て鉱業権の設定などが行な

われそしてこの段階で実際の探鉱作業に着手する.

もし隣接地域狂とに地層の露出･坑井などがあれぱ

それらから可能な限り地質層序を組み立てまだ油･ガ

ス徴の性質たどを調べる.他方目標地域を適切な格子

間隔でおおう広域の物理探査を実施する.これ

には空中磁気探査重力探査各種の弾性波探査カミ合ま

れる.これらの調査成果を総合検討した上地域の太

いさ地質構造基盤構造などに応じて煽序試錐を

掘さくする.層序試錐は標準地質層序の確立地表

地質層序との対比帽岩･貯溜岩層の評価石油･ガス

の含有状態石油根源岩の調査地震探査反射層･速度

層の対比を主目的とする探掘調査井であるが時間的

資金的あるいは技術的理由から省略され代りに層序試

錐的性格を有する試掘井で代行されることも多いようで

ある.

第5段階(試掘位置選定)

前段階までで堆積盆地のおおづかみ低地質･地質構造

がほぼ明かに狂りまた探鉱対象地層あるいは深度の概

略も把握される.そこでこれらの新しい知識ともし

あれぱ既知の隣接地域の産油状況などを十分検討して

最も期待されるであろうトラップ形態を考慮しつつ集

積構造を摘出する地震探査反射法の精査カ三行なわれる.

第4段階(試掘)

主として地震探査反射法により摘出された集積構造に

対して試掘が行なわれる.通常1構造の評価として1

～数抗でいどの坑井が掘さくされる.後述するように

海上の掘さくには水深等に麻じて適切なる海洋掘さく

設備が必要である.

第2段階(目標地域の評価)

点にある.海洋掘さくそのものはかたり古くから行な

われており1880年～1890年代にはカリフォルニア州で

海岸に築レ､たさん橋から沖合に坑井を傾斜させて掘って

いた.1920年代の末期から1930年代初期にはこの技術

によってベネズエラのマラカイボ湖やメキシコ湾で

掘さくが行なわれていた.その後海岸から独立したプ

ラットフォｰム(はじめは木枕後にはコンクリｰトの

基礎杭の上に掘さく装置を設置した)カ三とくにマラカ

イボ湖で用いられはじめた.しかし科学的に設計され

た鋼鉄製プラットフォｰムが建設されたのは戦後のこと

でノレイジアナ州沖合30km水深17mのところに設麿

されたの淋そのはじまりである.

現在行なわれている掘さく方法はこのように海の中に

あらかじめ築かれたプラットフォｰムから掘さくする方

法の外に移動可能狂装置を使用する方法がある.

現在まで行なわれている海洋掘さく方法を分類すると

A)固定式

1)人工島(artificialor㎜㎜･madeisland)方式

2)さん橋方式

3)自立型固定プラットフォｰム(se1£c㎝tainedf㌔

xedp1a甘｡m)方式

4)テンダｰボｰト付固定プラットフォｰム(fixed

platfomwithtenderboat)方式

遍)移動式

5)セルフェレベｰテインク(se1f･elevati㎎)方式

6)フロｰティングベッセル(f1oatingvesse1)方式

7)サブマｰシブル(sub皿ersib1e)方式

8)セミサブマｰシブル(sem㌔submersib1e)方式

探鉱作業は単に物理探査などで見出された背斜構造

を機械的に試掘して回ることでは狂い.デｰタ(調査

結果･経験法則等)→仮説(探鉱計画)→検定(試掘)

の1サイクルの終るごとに1段上のサイクルに移行して

いくのカミ実際の探鉱のプロセスであり組み合わせトラ

ップさらに層位トラップといったより複雑な集積構

造の探鉱に進むにつれ十分近代的な物理探査技術と共

に正統的な探鉱のフィロソフィがますます必要とされ

るのである.

(2)海洋掘さ<の方法

海洋掘さくといっても坑井を掘る掘さく作業それ自

体は陸上で行なうものと何ら変ることがないが問題は

掘さく装置をどのようにして海洋上に設置するかという

⑪人工島掘さく基地15万ドルの建設費(Wor1dOi11966)�
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となり第2図は各方式の概念図を示

す･以上の各方式について簡単に説明

しょうま｡“｡｡｡｡｡

41日｡

1)人工島方式(写真⑪)人工帥』式脳協力式

雌型雌プテット7ケム桝

比較的浅い波の静かな所を砂礫で

埋立てて島を作りここから掘さくを

行なう方法で海洋掘さくの初期には

この方式が多く用いられたが最近は

あまり例がみられたい.写真は1966

年アメリカの回ングビｰチの近く水

･.;

深12mのところに構築されたものでテンダ_ポ_ト付固定､フトテインμソセル砧

面積は8.8工一カｰである.プラントフォｰム方式

セルフエレベイ'ティグ方式

一ト

2)さん橋方式(写真②)

海岸に近いところで掘さくする場合

セ

海岸からさん橋を築いてゆきその先ミ

サ

端に掘さく装置を置ける広さのプラッブ

了

トフォｰムを作ってここから掘さくシ

を行拒う.帝国石油の頸城油.ガス㍍↓ブ1レ㍊'∵二τ

裏

田第1人工島カ主この例である.この

謹

方式でほ前もってコンダクタｰパイプ

を設置しておきこれを通して坑井を

掘さくする.王坑の掘さくが終了す

れば櫓を移動し次々に何本もの坑井第2図海洋掘さく法のいろいろ

カミ傾斜掘りによって四方に向け掘さく

される.る方法でこの場合プラットフォｰム上に掘さく装置

はじめそれに必要な資材作業員のための宿泊施設等

5)自立型固定プラットフォｰム方式を備えたものを自立型という.さん橋方式と同様前も

海洋にプラットフォｰムを作ってここから掘さくすって何本かのコンダクタｰパイプを設置しておき数多く

の坑井を掘さくする､コンダク

タｰパイプはプラットフォｰムを

⑬恵ん繍劣武の人コ二島纐慧く薮地

新潟燦額蛾罰い労ス笛欝卜人エ縞

⑯禽並製鰯慮ブ多ツトフ冷一ム

アラ汲劣タッタ湾で鱒勤瞭び)もの�
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支える鉄管類とは別に打つのが普通であるが最近はプ

ラットフォｰムを支える脚が空洞になっておりこれを

通して1本の脚から何坑かの坑井を掘る方法やそのよ

うな脚が1本しかなくこの中から何坑かの坑井を掘さ

くする方法(写真③)カ重アラスカのクック湾(Cookln1et)

で行なわれている.

4)テンダｰ付固定プラットフォｰム方式(写真④)

このプラットフォｰムは櫓や掘さくに必要な機械類を

搭載できるだけの小さなもので掘さくに必要な資材や

作業員の宿泊施設はプラットフォｰムとは別の船舶に積

んでおく.この固定式プラットフォｰムはいずれもそ

の建設に多額の費用を要し掘さくの結果産滴層に逢着

しなければこの永久施設は全く無用の長物となってし

まう.そのため石油賦存がすでに確認された地域での

開発井の掘さくに使用されるのが普通で坑井カミ仕上が

ればクリスマスツリｰはじめ各種の採油設備カミこのプラ

ットフォｰムに設備され生産段階に入ることになる.

5)セルフエレペｰティング方式(写真⑤⑥⑦)

ハノレ(船体)と何本かのスパッドレグ(脚)(通常3

～4本のものが多いカ三エ2本や13本のものもある)から

なっている.このレクは上下に昇降でき掘さく地点

ではこのレクを海底に付けノ･ルが波浪の影響を受けな

い程度に海面上数mまで上昇させ掘さくを行なう方式

である.この方式では掘さく装置全体かレクにより海

底に固定されて安定しているので次に述べるフロｰテ

ィングベッセル方式よりも波浪や風などによる影響は少

なく作業を行ないやすい利点はあるがレクの長さによ

って稼働できる水深カミ制限されるという欠点がある.

④テンダｰ付固定プラットフォｰム(ガ

ルフ･オイル)米国ルイジアナ沖水

深i40フイ･トで作業中のペリカン号

(テンダｰ)

萎姜

現在は90血位までの稼動水深を有する装置が作られて

いるがこれ以上の水深になると海底にレクを固定して

いるとはいえ波浪の影響が大きくなり装置が不安定に

なる･またこの曳航にはうねりによる荷重も大きくた

り構造上安定度の保持が困難になるといわれる.

現在秋固･新潟沖で稼働している白竜号(写真⑦)が

この方式でありまた日本海洋掘削会社の1号機｣DC-1

もこの方式であるがレクにマットを付け海底の底質が

軟弱の場合に対処できるようになっている.

6)ヲ1コｰティングベッセル(写真⑧⑨⑩)

海上に浮かべたバｰジ(船)から掘さくする方式で

前述のセノレフェレベｰティング方式カミレグの長さによっ

て稼働可能水深が決まってしまうのに対しこの方式は

理論的にはいくら深くても稼動可能である｡

バｰジは何本かのアンカｰで固定されているが潮の

干満によってアンカｰを調節しなければならずまた波

浪や風の影響を受けやすいので波の荒いところや季節的

に作業が困難と在ることがありこの点セルフエレベｰ

ティング方式の方が安定している.また水深が大きく

なるとアンカｰを長くしなければならずこの点も種々

の問題カミある.このためアンカｰを使用する代りにバ

ｰジにいくつかのスクリュｰを付けこれを色々な条件

に応じ自動的に作動させバｰジを定位置に固定させるダ

イナミック固定方式(dynamicpositioning)が最近開発

されている.

わが国では太平洋探海工業(株)の探海号ノソペッ

クスサｰビス社のM〃Torry(インドネシア国北スマ

トラ沖で試掘中)がこの方式(アンカｰ固定式)であ

る.

⑤セルフェレペ}テイング型リグ

鰯

⑯ジャッキァッヅ型パｰジ(フィリップス･

オイル)米国ルイジアナ西部沖水深80フ

ィｰトで作業中のルイ号Mr.Louie�
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7')サブマ■シブル方式

比較的水深の浅い所(通常30蛆以下)で掘さくする場

合に使用される方式で掘さく地点でバｰジの船底を海

底に固定させて掘さくする.このため稼働可能水深は

バｰジの高さに制限されるがセルフェレベｰテインク

方式やフロｰティングベッセル方式に比較して建設費が

安くかつ安定して作業カミ行なえる利点がある.

8)セ§サブマｰシブル方式写真⑪

プラットフォｰムの下に何本かの空洞のケｰソンを縦

または横に取付けられており水深がζのケｰソンの長

さより浅いところでは海底に着地させ掘さくを行なう.

水深がケｰン1■より深い場合は全体を浮かせてフロｰテ

ィングヘッセノレのようにアンカｰで定位置に固定して掘

さくを行柾う.この場合がなり深い水深(現在200m

位)まで稼働できその上フロｰトとなるケｰンンカミ海

面下にあるためフロｰティングベッセルよりはるかに

波浪の影響力沙たく従って安定して作業ができる.

この装固の昇降はケｰソンに海水を出し入れすることに

よって行なわれる.この方式はこれまで述べた海洋掘

さく装置のうち最も新しく開発されたもので世界的に

注目されている.セルフェレベｰテインク方式ではレ

クをあまり長くすることは強度的にあるいは経済的に

不可能であり一方フロｰティングベッセノレ方式は波

浪の影響を直接受けて不安定である.この点セミサブ

マｰシブル方式はこの両方の欠点を除くため1こ考案さ

れたもので適用範囲が非常に広く今後益々発展する

であろうと考えられる.わが国の造船技術により作ら

れたSEDCO-135型(三菱重工が製作)が目下ブノレネイ

沖およびオｰストラリア沖で活躍中である.

②新潟沖で活躍中の白竜号

⑧第一探海号

⑨フロｰティングベッセル型リグ光ス帯トラ榊におけるトリｰ号

⑩フ日一テイングベッセル型リクインペスティケｰタｰ号�
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策2表世界の水深別各種移動式掘さく装置数(1968年4月現在)

＼.一稼勤可能180mまでの

掘さ/ダ＼!深鎚鵠譲…まで…まで45£｡｡｡3役｡｡｡…以下

置の種類㌔＼置

セルフエレベ

イテインク型

フロｰティン

グベッセル型

サブマｰシブ

ル型

掘さく中

曳航･整備中

建設中

掘さく中

曳航･整備中

建設中

掘さく中

曳航･整備中

建破中

㈴

�

�

工8

�

㌀

�

㈱

�

�

�

�

㈳

�

や採油設備を設置するのが一般的であるが

水深が70m以上に祖るとこのジャケット方

喬十

式は建設費用カ茎著しく高価となると共に

64その保持にも種々問題となることが多く

23不経済となるため最近は採油施設を海底

3に設置する海底仕上げが開発されている.

第2表は1968年4月現在世界で使用さ

㈴

れている各種の移動式掘さく装置を稼働可

㈱

1能水深別に表示したものであるがこの表

からも明らかなように現在稼働中の掘さ

㈵

く装置はセルフエレベｰティング型が全

�

体の約50%を占めている.

セミサブマｰ

シブル型

掘さく中

曳航･整備中

建設中

松界で翻慈く搾繁唯物鰯麓裁プ茅烹トプ淡舳ふ(王鰯律義凋魏薇)

鋤阿棚菅轟1蝸春型郷･漸搬丁鰍細魏エ婁

皿世界の海津油田

(1)展墓

1967年における“自由世界"の沖合探

鉱活動を表示する&鶏3表のようにな

る目

以上述べた各種の掘さく方式のうち移動式掘きく装置現在35滅国以上の陸棚海域で海洋掘さく転置が滑動し

は主として試掘井の掘さくに使用書れその結果有望溶ておりその数は驚｡⑪基近くにおよんでいる自そして

油層が発蒐慈れ油井として仕上げる場合別記採油ジ至～2年の後には巻らに工"鰯の大陸棚で新淀な掘さ

ヤケット(写真⑫)を組立てこの上にクリスマ派ツリｰく作業が始凄るものとみられる｡結局現在22吻国が

欝婁讃畠憎淘微塀"硬)紳禽覆瀬探餓溝鋤(峨?)

二

鰯の数孟夏

紳禽鉱区繭欄(鮒鷺一劣一)議鮒婁

海上地麓鎌沓(遜茨月)事棚雛

平均同産油量(108バｰレル)870

確定可採鉱量(10oバｰレル)4,100
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工滋餓
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⑬セミ秒ブ禅一シヅル型鋼さく難置

SEDC0135型で日本の造船所が受注広島県下で既に数基建造㍍定船体

重量約8,500トン水深135フィｰトまでは着底して掘さくし600フィｰト

までは海上碇置して掘さくするブルネイオｰストラリアまで渡洋曳航の実

績がある25,㎜フイ^トまで掘さくしうるリグカ書搭載できる

⑫秋岡紳液困の操謝ジャケット緯�
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策4表リグ別掘さく

活動状況1968年凄月現在(WorldOi14月号からまとめたもの)

リグの

＼_

掘さく地点＼

固定式リグ

移動式リグ

事務べ1多二煎義

1煽マｰソブ1ξ掘マｰ

着1･

�北糠��9�1��1�11�

�アドリア海��2����2�

●ヨロロツノ･�ビスケｰ湾��1�����116

�スペイン沖�����1�1�

�カスピ海��1����工�

�リビア沖���1����

�セネガル沖���1����

アフリカ�ギニア湾�ユ�5�3�1�2��

�スエズ湾�2�1����:し1:r�

�アラビア湾�2�9�3���14�

�北スマトラ沖���工���1�

中東･アジア�ブルネイ神�����1��

������

�同本海��1�1���2�

�パプア湾���1���1�

�西オｰストラリア州沖���2����

オｰストラリア��������

�バス海峡�����2��:!一

�アラスカクヅク湾�7�1����8�

�カナグ酉岸沖�����1�1�

�エリｰ湖��2����2�

�カリフォルニア州紳�1�1�6����

北アメリカ�������8�

�メキシコ湾合衆国滞�42������123

��������

�同メキシコ紳�1��3���4�

�メキシニ1西岸沖�1�����1�

�カナダセント回一レソス湾�1�����1�

�トリニダッド沖�2��1����

南アメリカ�々ラカイボ湖�1�2�����

�ペルｰタララ沖��1�����:/､ヱ∫

既に沖合稼行油岡･ガス岡を有しさらに最近発見井を

得た国はドゥバイ(アラビァ湾)カビンダリビア

ダホメｰ(以上アフリカ)の4ヵ国である.

第1図は世界の主要油閏と掘さく活動の行在われてい

る地城を示す.また海洋掘さく装麿の種別･地域別の

活動状況を第4表に示したが大陸棚の石油探鉱が歴史

の古いメキシコ湾とアラビア湾に集中している時代は去

り世界中に活動がおよんでいることをいずれも物語っ

ている.

わが国でも1958年以来秋岡県や新潟県の沿岸沖合で

白竜号や人工島によって海洋掘さく活動が続けられてい

ることは読者もよく知られていることであろう.また

アラビア湾でのアラビア石油(株)のカフジ(Khafji)油田

の成功はあまりにも有名でありカフジに続きフｰト

(Hout)･ドラ(Dorra)油田が発見されている.さらに

近年インドネシァ石油資源開発(株)･アラスカ石油開発

(株)･九州石油開発(株)･サバテイセキ(株)およびアブ

ダビ石油(株)など海外の海洋油岡開発を目的とした会

杜が相ついで設立されまた国内に目を転ずれぱ三菱と

外資のシェルとの合弁会杜である目本海石油開発(株)お

よぴ出光興産と石油開発公団事業本部との提携による目

本海大陸棚の探鉱計画カミそれぞれ発率宇れるなど急激

に海洋開発に対する関心は高まってきた｡このように

わが国のみならず世界的に石油･天然ガス探鉦･開発

が海洋に対し活発に行放われるようになったのはいかな

る理由からであろうか.その理由はおそらく次のよう

に考えられる.

1)人口増加と工業の発展に伴い年々増大する石油需要量を

充昆するためその資源確保のため未探鉱地域として残さ

れている海洋に目が向けられるのは必然的すう勢であろう

2)現在およぴ近い将来掘さく技術をはじめ生産技術などの

進歩によって開発可能な水深200m以浅の大陸棚面積

は2,800万km2におよぴこのうち探鉱が行なわれたのは�
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第3図アラスカクック湾の油岡･ガス周分布図

5%にすぎない.2,800万km2のうち1,579万k㎜2カ病

油賦存可能な堆積岩からなっておりそのうち460万km2

ほとくに有望であるといわれる.

3)ここに埋蔵されている採取可能な石油･天然ガスは4,000

億k1相当と推算されているかこのうち現在までに確認

された埋蔵量は石油86億k1天然ガス1.8兆m3である.

4)陸上の油田地域での肩油発見が次第に困難となって来てい

る上米探鉱地域として残されている地域は海岸から遠い

砂漠地帯や沼沢地ないしジャングルなどで探鉱作熱ξ莫

大な費用を要しかつ成功して生産するにしても石油輸送

に多額の費用を必要とする.これらのことから考え海

洋の方が探鉱｡開発作業は容易でありむしろその費用は

少なくすむことか予想される.

5)海洋での試掘成功率および1坑当りの生産量は員額の投資

を圃収してなおかつ利潤を上げ得る.たとえばアメリカ

のノレイジアナ州沖合での生産コストは1バｰレノ噌り50～

60セントと見積られ同州の陸上の二!ストより安価となっ

ている.

世界各国の政府機関ならびに石油会社は上述のよう推

理由から安定した石油資源供給地の確保と利潤追求を

目的として自国のみならず外国の利権あるいは探鉱

開発契約の取得にしのぎを削っているというのが現

状である.

(2)世界の主要海洋油田地域

現在開発の進められている主要抵海洋油田地域も簡単

に説明しよう.

&)アメリカメキシコ湾

古くから海洋油田開発が行なわれており第4表でも

明らかなように現在でも世界の海洋掘さく装置の約半

数がこの地域に集中している.とくにルイジアナ沖合

からの1965年石油生産量は約3,200万k1で1960年の2

倍に増加し1967年は約4,500万回でノレイジアナ州全体

の石油生産量(約1億1,300万kl)の約40%を占めている.

また油井掘さくも多く1966年には370坑が掘さくされて

いる｡テキサス州沖合も古くから開発が行なわれてい

るところで一時掘さく活動が停滞していたが最近天

然ガスが発見され再び活発な開発カミ行荏われている.

b)アメリカカリフォルニア州沖合

古くからロサンゼルスの沖合で油田開発が行なわれて

おりここ数年来サンタバｰバラ水道が注目され陸棚斜

面まで掘さく活動が活発に行なわれている.

6)アラスカタック湾(第3図)

近年北海やオｰストラリア海域と並んで最も注目され

ている地域の1つで現在までに発見されたG工anite

Point油田MiddleGromdShoa1油田McA工ther

River油岡などはいずれも埋蔵量2,000万k1以上とい

われこの他にもやや規模が小さいカ茎Trad1ngBay油

田があり1968年1月現在この4油田の50坑井から日

産17,000klの石油を産出している.これは地上の貯油

能力がこれしかないための生産量で貯油設備が整備さ

れる本年末には周産45,000k1に達するだろうといわ

れている.

d)北海

1965年から試掘が行たわれ同年ブリティッシュベト

ロレアム社が掘さ･くした坑井から日産28万m｡呂のガスカミ

噴出し一躍脚光を浴び各社カミ競って探鉱開発を行な

い1967年までに少なくとも遂つの大ガス田が発見されて

いる･このガスを現在イギリスに送るためパイプライ

ンその他送ガス設備が建設されている淋このガスが利

用されるようになれば今まで石炭が60%近くを占めて

いたイギリスのエネルギｰ源の比率は大幅に変ることに

なるであろう.しかしこれら北海における探鉱でも19

66年コンチネンタル社のGreatYarmouthの北東70マ

イル水深2星mの地点での試掘は深度2,100㎜で日産

94,O00m3のガスをRotliegendes層から発見したがこ

れでは採算に乗らないと判断されている.

e)アラビア湾(ペルシア湾)

アラビア湾のあるいわゆる中東地域は世界石油資源の�
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宝庫で世界の確認埋蔵量の60%以上も有し

海洋油田をみても世界海洋確認埋蔵量の4分

の3に当る69億k1を占めている.したカミ

ってその生産量も共産圏を除く海洋油田の約

50%に達している.アラビア湾の主要油

田の概要を第5表に示す.

f)オｰストラリア

1966年ビクトリア州の南東のバス(Bass)

海峡でエッソ杜カ重Marine油閏を発見した

のに続き1967年にはKi㎎Fish油閏を発

見している.両油田兵未だ生産されてはい

ないしその埋蔵量についても明確にされて

いないが非常に多いといわれている.この

よう在油田の発見により今後ますます探鉱

開発活動は活発化することが予想されかっ

㈴�

油田発見の可能性は大きく今後10年以内に

はオｰストラリアの全石油需要は満されさ

らに輸出できるようになるであろうとさえ予

想されている.ちなみにMarine油田は1966年3月完

成した第1号井のテスト結果は日産188HまたKi㎎

亙ish油田の1967年6月成功の第1号丼のテスト結果は日

産238Hの産出を記録している.

オｰストラリアでの石油･天然ガス探鉱開発は陸域海

域も含め非常に活発でこの陰にはオｰストラリアのエ

ネルギｰ資源政策が大きく影響していると考えられる.

�

､ガヘ4㌧･M㌫㎜バ5ζ､5パ

ク､､､"､､“…

“H^FTK肌

撚黙然㍍㎜一一

難二綴∴r

!蝉κ∵山一淋

SAUDl◎L｡･

“ずB帥一日餉d肌㌔眺舶

^EじH^O時1“

∴㌻二㌣第u.

鬼蜷■m冊

��

へ

��㈧

9)ブルネイ

1963年からブルネイシェル石油がA血pa油閏で29

坑井の産油井から累計365万k1を生産し現在目産6,190

k1を産出している.この油田地域の天然ガスをわカミ国

に輸入する計画が進められている｡

第4図アラビア湾と隣接陸上における油田位置図

如)アフリカ西海岸

ガボン･ダホメｰ･カビンダ･カメルｰンの沖合で掘

さくが続けられておりとくにダホメｰ沖では1967年2

月に石油カミ発見され今後の開発が期待されている.

童)インドネシア海域

現在インドネシア石油資源開発(株)が北スマトラ沖

で試掘(M〃Torry号およびInvestigater写真参照)

も開始したほか本年末から来年にかけてはカリマンタ

ン沖で前記会社のほか九州石油開発(株)がまたジャ

ワ沖ではIndependentIndonesiaAmericanPetro1eum

Co.(IIAPCO)やAustra1ianDrilingCo.がそれぞれ

試掘を計画している.

第5表アラビア湾の主要油国

油同国�国名�発見年�産油井数�日産量�累計生産量

����(1㎜k1)�(100万H)

サファニア�サウジアラビア�1951�88�85�166

カフジ�中立地帯�1960�49�41�55

ウムシャイフ�アブダビ�1958�26�18�22

ダリウス�イラン�1961�9�15�9

イデコ:ルサルギ�カタｰル�1960�12�ユ2�6,3

マニフア�サウジアラビア�1957�5�8�4.4

バｰレガンザｰ�イラン�1960�7�3.5�6.3

このほかペルシア湾にはサイラス(イラン)フｰト(中立地帯)メイタンマサム(カ

タｰル)ザクム(アブダビ)エルブング(アブダビ)ササンエスフアニノディアル

(イラン)等の海洋油田がある

(注)日産量は1967年1月～6月までの平均累計生産量は1967年6月までの累計

��慮�慳�畭����㈮㈵�

以上の他アドリア海ではイタリアの

ENIとShe11とカミ共同で試掘をしており

年5月には最初の発見井カミ目差28万

1967m3のガスを産出した.

lV.まとめ

海洋における探鉱･掘さく技術の進歩はわ

ずか10数年で世界各地に多くの海洋油田を発

見した.

現在海洋油田開発が行なわれているのは

ごく1部を除きたかだか水深数10mまでで

あるカミ海洋掘さくそのものは水深100m以

上まで可能である.装置から考えてもセミ�
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第5図インドネシア共和国における石油鉱区分布図(インドネシア共和国政府1968.6)

サブマｰジブノレ型およびフロｰティングベッセル型はソ

ｰナなどの応用でダイナミックアンカｰリングが可能で

あり相当大きな水深でも掘さくしうる.結局水深の問

題は経済的問題に帰結すると考えてよい.水深が大き

くなるとジャケット構築に巨費を要し余程大き在鉱床

でも発見し荏いと引合わなくなってくる.そこで坑井

の海底仕上げ技術作業用潜水器あるいはリモｰト

コントロｰルの海中炸業ロボットによる坑井管理などが

コストダウンのため問題となってくる.作業員が効率

的に海中で働くための海中居住設備もまた必要と在って

くるであろう.海洋油田から生産された石油を陸まで

長大抵海底パイプラインで運ぶこと祖く滴間近くの海

中または海底に設けた貯滴施設に収容することも距岸

が大になるにつれ必要なことですでに中東のドゥバイ

(Dubai)油田でコンチネンタルオイル社がその建設を発

表して注目を集めている.

以上のような実り多い夢のかげに現実のきびしさも忘

れることはでき狂い.石油探鉱とくに海洋における

それはリスクカミ大きく危険資本の負担カミ大きいのはい

うまでもないが現実に北海では英国側沖合の花々しい

成功とは裏腹にノノレウェｰ西独およびデンマｰクの沖

合探鉱は中止のやむなき状態に至っている.アフリカ

のビアフラは陸上に滴固灘をようしているがその沖合

の探鉱は失望的であったしフランスのビスケｰ湾ア

ラビア湾南端東部カナダ沖合中南米のコ回シビア沖

ボンデュラス沖およびガイアナ沖の1部もすべて期待

に反する結果となってしまった.さらに最近海洋掘

さく装置の災害も少しづつ報告されるようになってきた.

本年に入ってから北海の英国沖で0cemPrince

(セミサブマｰシブル型)またメキシコ湾ではJu1ie

Am(セルフェレベイテインク型)が荒天のため沈没し海

底の藻屑と化してしまった.その他エッソのOcean

TraVelerはじめ数基のバｰジが荒天のため損傷を受け

たと伝えられている.

将来の海洋開発は巨大科学としてますます発展すると

思われ世界各国において色々な開発計画が発表され推

進されている.たとえば海底都市計画海上都市計画

および海底石油精製工場拒どがありこれらの実現もそ

れ程遠い目ではないであろうしこれら開発計画は海洋

油田の開発のみならず海洋資源の開発という面にも急

速な進歩をもたらすであろう.海洋はわれわれ人類に

色々な夢を与えてくれその夢は人類に幸福をもたらす

限りない夢である.

(筆者らは元所員現インドネシア石油資源開発(株)企画室
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